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(57)【要約】
【課題】多数の建築家の中から依頼者の希望に添う建築
家を容易に選定することを可能とする建築家検索システ
ムを提供する。
【解決手段】検索手段２０と、顧客情報記憶部３０から
情報を取得する情報取得手段２１と、情報取得手段２１
で取得した情報に基づき検索結果を絞り込む絞り込み手
段２２とを備える処理手段１０と、複数の建築家につい
て複数の項目からなる情報を関連付けて記憶する建築家
情報記憶部２５を有する記憶手段１１とを備え、検索手
段２０は、建築家情報記憶部２５に記憶された建築家の
うち、入力された条件に適合する建築家を検索結果とし
て出力し、絞り込み手段２２は、検索手段２０で検索し
た建築家のうち、顧客情報記憶部３０に記憶された情報
に適合する建築家を絞り込んだ結果として出力する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の建築家から入力された条件に適合する建築家を検索する検索手段と、顧客につい
ての情報を記憶する顧客情報記憶部とを有し、前記検索手段で検索した建築家を前記顧客
情報記憶部に記憶された情報に基づいて絞り込む建築家検索システムであって、
　前記検索手段と、前記顧客情報記憶部から情報を取得する情報取得手段と、該情報取得
手段で取得した情報に基づき検索結果を絞り込む絞り込み手段とを備える処理手段と、複
数の建築家について複数の項目からなる情報を関連付けて記憶する建築家情報記憶部を有
する記憶手段とを備え、前記建築家情報記憶部に記憶されている複数の項目には、前記検
索手段に入力される情報の他に、前記顧客情報記憶部に記憶される情報に対応する項目も
含まれ、
　前記検索手段は、前記建築家情報記憶部に記憶された建築家のうち、入力された条件に
適合する建築家を検索結果として出力し、
　前記絞り込み手段は、前記検索手段で検索した建築家のうち、前記顧客情報記憶部に記
憶された情報に適合する建築家を絞り込んだ結果として出力することを特徴とする建築家
検索システム。
【請求項２】
　前記絞り込み手段は、前記検索手段で検索した建築家が所定数以上の場合にのみ、建築
家を絞り込むことを特徴とする請求項１記載の建築家検索システム。
【請求項３】
　前記絞り込み手段は、前記検索手段で検索した建築家が所定数より少ない場合に、前記
建築家情報記憶部に記憶された建築家のうち、前記顧客情報記憶部に記憶された情報に適
合する建築家を検索結果として出力することを特徴とする請求項１記載の建築家検索シス
テム。
【請求項４】
　前記顧客情報記憶部に記憶される情報には、顧客が従前に建築を依頼した際に入力され
た情報が含まれ、該情報に基づき前記絞り込み手段が建築家を抽出することを特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載の建築家検索システム。
【請求項５】
　前記顧客情報記憶部に記憶される情報には、顧客が居住している建物の情報が含まれ、
該情報に基づき前記絞り込み手段が建築家を抽出することを特徴とする請求項１～３のい
ずれか１項に記載の建築家検索システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の設計を行う建築家を選定する建築家検索システムに関し、特に依頼
者のニーズに即した建築家から選定を行うことができる建築家検索システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅などの建物を建築する際、建築家に設計を依頼することが広く行われている。建築
家は、依頼者から希望される建物の広さや階数、間取りといった基本的事項と予算に基づ
き、建物を設計する。建物は、基本的事項が共通していても、外観や内装のデザイン、ま
た、様々な要素の配置などにおいて、１つ１つ異なるものであり、そこには建築家の個性
が大きく影響する。
【０００３】
　このため、建築の依頼者としては、誰を建築家として選定するかが重要となる。従来は
、依頼者と建築家との個人的なつながりや、工務店等からの紹介によって、建築家を選定
していた。しかし、従来の手法で建築家を選定した場合、建築家の選択の幅が狭いため、
本当に依頼者の希望に添う建築設計を行う建築家であるかどうかは、実際に設計を行って
みるまで分からなかった。
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【０００４】
　そこで、複数の建築家に建築プランを依頼し、それらの建築プランを見てどの建築家を
選定するか検討することのできるシステムが考えられている。このような建築システムと
しては、例えば特許文献１に挙げるようなものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２６９１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　実際に建築プランを提示してもらうシステムでは、建築家の設計の傾向を掴んだ上で選
定することができるという利点を有する一方、建築システムの提供者側において選択でき
る建築家を多数抱えていたとしても、一度に多数の建築家に建築プランを提示してもらう
ことは難しく、比較的少数の建築家の中から選定を行うこととなる。このため、建築家の
選択の幅が必ずしも高くなかった。
【０００７】
　したがって、多数の建築家の中から、ある程度依頼者の希望に添った建築家を選定した
上で、その中からさらに建築プランを提示してもらうなどして、最終的に建築家を選定す
ることが望ましいが、依頼者が建築の専門家であることはほとんどないから、依頼者にと
って多数の建築家の中から希望に添う建築家を選定すること自体、困難なことであった。
【０００８】
　本発明は前記課題を鑑みてなされたものであり、多数の建築家の中から依頼者の希望に
添う建築家を容易に選定することを可能とする建築家検索システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するため、本発明に係る建築家検索システムは、複数の建築家から入力
された条件に適合する建築家を検索する検索手段と、顧客についての情報を記憶する顧客
情報記憶部とを有し、前記検索手段で検索した建築家を前記顧客情報記憶部に記憶された
情報に基づいて絞り込む建築家検索システムであって、
　前記検索手段と、前記顧客情報記憶部から情報を取得する情報取得手段と、該情報取得
手段で取得した情報に基づき検索結果を絞り込む絞り込み手段とを備える処理手段と、複
数の建築家について複数の項目からなる情報を関連付けて記憶する建築家情報記憶部を有
する記憶手段とを備え、前記建築家情報記憶部に記憶されている複数の項目には、前記検
索手段に入力される情報の他に、前記顧客情報記憶部に記憶される情報に対応する項目も
含まれ、
　前記検索手段は、前記建築家情報記憶部に記憶された建築家のうち、入力された条件に
適合する建築家を検索結果として出力し、
　前記絞り込み手段は、前記検索手段で検索した建築家のうち、前記顧客情報記憶部に記
憶された情報に適合する建築家を絞り込んだ結果として出力することを特徴として構成さ
れている。
【００１０】
　また、本発明に係る建築家検索システムは、前記絞り込み手段は、前記検索手段で検索
した建築家が所定数以上の場合にのみ、建築家を絞り込むことを特徴として構成されてい
る。
【００１１】
　さらに、本発明に係る建築家検索システムは、前記絞り込み手段は、前記検索手段で検
索した建築家が所定数より少ない場合に、前記建築家情報記憶部に記憶された建築家のう
ち、前記顧客情報記憶部に記憶された情報に適合する建築家を検索結果として出力するこ
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とを特徴として構成されている。
【００１２】
　さらにまた、本発明に係る建築家検索システムは、前記顧客情報記憶部に記憶される情
報には、顧客が従前に建築を依頼した際に入力された情報が含まれ、該情報に基づき前記
絞り込み手段が建築家を抽出することを特徴として構成されている。
【００１３】
　そして、本発明に係る建築家検索システムは、前記顧客情報記憶部に記憶される情報に
は、顧客が居住している建物の情報が含まれ、該情報に基づき前記絞り込み手段が建築家
を抽出することを特徴として構成されている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る建築家検索システムによれば、検索手段は、建築家情報記憶部に記憶され
た建築家のうち、入力された条件に適合する建築家を検索結果として出力し、絞り込み手
段は、検索手段で検索した建築家のうち、顧客情報記憶部に記憶された情報に適合する建
築家を絞り込んだ結果として出力することにより、入力された検索条件だけでなく、顧客
に応じた情報によってより適切な建築家を検索結果として提示することができる。
【００１５】
　また、本発明に係る建築家検索システムによれば、絞り込み手段は、検索手段で検索し
た建築家が所定数以上の場合にのみ、建築家を絞り込むことにより、適正な数の建築家を
検索結果として提示することができ、利用者も容易かつ的確に建築家を選択することが可
能となる。
【００１６】
　さらに、本発明に係る建築家検索システムによれば、絞り込み手段は、検索手段で検索
した建築家が所定数より少ない場合に、建築家情報記憶部に記憶された建築家のうち、顧
客情報記憶部に記憶された情報に適合する建築家を検索結果として出力することにより、
入力された検索条件に基づいた検索結果が少なくても、適正な数の建築家を検索結果とし
て提示することができ、利用者も容易かつ的確に建築家を選択することが可能となる。
【００１７】
　さらにまた、本発明に係る建築家検索システムによれば、顧客情報記憶部に記憶される
情報には、顧客が従前に建築を依頼した際に入力された情報が含まれ、この情報に基づき
絞り込み手段が建築家を抽出することにより、従前の情報を用いて検索することができる
ので、入力する検索条件を減らしたり、あるいはより適切な建築家の絞り込みをなしたり
することができる。
【００１８】
　そして、本発明に係る建築家検索システムによれば、顧客情報記憶部に記憶される情報
には、顧客が居住している建物の情報が含まれ、この情報に基づき絞り込み手段が建築家
を抽出することにより、顧客の指向に応じた建築家を適切に検索することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施形態における建築家検索システムの概要図である。
【図２】検索システムのブロック図である。
【図３】建築家情報記憶部に記憶される事項を表にしたものである。
【図４】検索条件の入力時における画面例である。
【図５】検索条件の入力時における画面例である。
【図６】検索条件の入力時における画面例である。
【図７】検索条件の入力時における画面例である。
【図８】建築家検索システムでの検索のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施形態について図面に沿って詳細に説明する。図１には、本実施形態におけ
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る建築家検索システムの概要図を示している。この図に示すように、本実施形態の建築家
検索システムは、建築家の検索を行う検索システム１と、顧客についての情報を管理する
管理システム２及び認証サーバー３を有しており、インターネット８を介して顧客端末４
や建築家端末５、管理者端末６及び工務店端末７と接続されている。利用者は、各端末か
ら検索システム１に接続し、建築家の検索結果を得ることができる。
【００２１】
　建築家検索システムには、システムを運営する管理者の他、建物の建築主である顧客、
建物を設計する建築家、及び建築の施工を行う工務店から、それぞれアクセスすることが
できる。本実施形態では、特に、顧客によって建築家を検索することを想定しているが、
顧客端末４以外からでも同様の動作をなすことは可能である。
【００２２】
　図１に示す認証サーバー３は、端末からのアクセスに対する認証を行うものである。ま
た、管理システム２は、顧客や建築家、工務店などについての情報を一括して管理するこ
とができる。検索システム１は、一部の情報を管理システム２から得て、検索結果を出力
するため、検索システム１と管理システム２も互いに接続されている。
【００２３】
　図２には、検索システム１のブロック図を示している。検索システム１は、各種処理を
行う処理手段１０と、情報を記憶する記憶手段１１とを備えている。処理手段１０は、利
用者が入力した情報に基づいて建築家を検索する検索手段２０と、検索結果の絞り込みに
使用する情報を管理システム２から取得する情報取得手段２１と、情報取得手段２１で取
得した情報に基づき検索手段２０での検索結果をさらに絞り込む絞り込み手段２２とを有
している。
【００２４】
　記憶手段１１は、複数の建築家について、複数の項目からなる情報を関連付けて記憶す
る建築家情報記憶部２５と、検索手段２０及び絞り込み手段２２で検索した情報を顧客毎
に記憶する検索結果情報記憶部２６とを有している。また、管理システム２は、顧客毎に
複数の情報を関連付けて記憶する顧客情報記憶部３０を有しており、この顧客情報記憶部
３０の情報を利用して絞り込み検索が行われる。管理システム２は、顧客や建築家、工務
店についての情報を管理するためのシステムとして構成されているが、建築家検索システ
ムにおいては顧客情報記憶部３０のみが関係するから、それ以外の構成については説明を
省略する。
【００２５】
　処理手段１０には、入力手段１２と表示手段１３が接続されており、入力手段１２から
検索条件などが入力され、表示手段１３に検索結果等が表示される。これらは、図２では
建築家検索システムに含まれるように図示されているが、実際には顧客端末４などが備え
るものであって、インターネット８を介してシステムに対する入出力がなされる。
【００２６】
　図３には、建築家情報記憶部２５に記憶される事項を表にしたものを示している。建築
家情報記憶部２５には、各建築家に付されたＩＤ毎に複数の情報が記憶されている。図３
に示す事項のうち、（１）と（２）は建築家を特定するための情報である。（３）～（１
９）までは、利用者によって入力される情報に対応する情報であり、検索手段２０によっ
て用いられる情報である。（２０）～（２３）までは、顧客情報記憶部３０に記憶されて
いる情報に対応する情報であり、絞り込み手段２２によって用いられる情報である。
【００２７】
　建築家情報記憶部２５の項目には、（１）～（１４）のように、各項目に対して１つの
情報が記憶されているものと、（１５）以降のように、各項目に対して１つまたは複数の
情報が記憶されているものとがある。検索手段２０または絞り込み手段２２では、１つの
項目に複数の情報が記憶されている場合には、入力された情報または顧客情報記憶部３０
に記憶されている情報のいずれかが該当すれば、検索条件に該当したものとして取り扱う
。
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【００２８】
　図３には、ＩＤが０００１～０００５までの建築家のみを示しているが、実際には多く
の建築家についての情報を建築家情報記憶部２５に記憶させておき、その中から入力され
た検索条件及び顧客情報記憶部３０に記憶された情報に適合する建築家を抽出して、顧客
等に提示する。
【００２９】
　図４～７には、検索条件の入力時における画面例を示している。図４～７は、画面上で
は一連に表示される。図４の検索条件は「年齢」、「活動拠点」、「出身地」、「住所」
、「実績」、「受賞歴」があり、それぞれについて選択肢が提示される。利用者は、これ
ら各項目につき選択することで、検索条件の入力がなされる。また、例えば年齢や活動拠
点などの項目については、複数の選択肢を選択することができ、実績や受賞歴のような項
目については、１つだけを選択することができる。
【００３０】
　図５の検索条件は「トーク」、「表現」、「行動」、「思考」、「打ち合わせ回数」、
「趣味」があり、これらは全ていずれか１つだけを選択することができる。図６の検索条
件は「得意とする構造」、「得意とする外部のデザインスタイル」、「多用する屋根の形
状」、「多用する外壁の材料」があり、これらは全て複数を選択することができる。図７
の選択条件は「得意とする内部のデザインジャンル」、「多用する内部の仕上げ材料」が
あり、これらは全て複数を選択することができる。
【００３１】
　顧客情報記憶部３０には、顧客毎に複数の項目からなる情報が関連付けて記憶されてい
る。複数の項目の中には、顧客の属性を示す情報と、顧客が従前に建築を依頼した際に入
力された情報とが含まれている。顧客の属性を示す情報としては、例えば年齢や居住地、
顧客が居住している建物の情報などがあり、これらは建築家検索システムを使用する前に
、予め顧客あるいは管理者によって入力されているものである。顧客が従前に建築を依頼
した際に入力された情報は、顧客が従前にも建物の建築を検討していた場合にのみ存在す
るものであるが、図４～７で示された検索条件が、そのまま該当する。
【００３２】
　かかる構成を有する建築家検索システムにおける検索のフローについて説明する。図８
には、建築家検索システムでの検索のフローチャートを示している。まず、図４～７で示
した検索条件につき、入力がなされる（Ｓ１）。検索条件が入力されたら、検索手段２０
は、建築家情報記憶部２５から検索条件に該当する建築家を抽出する（Ｓ２）。
【００３３】
　検索条件は複数あるから、検索条件毎に該当する建築家を絞り込み、最終的に全ての検
索条件に該当する建築家を、検索結果として出力する。このとき、検索条件の入力時に、
「問わない」の項目を選択、または項目をいずれも選択していない条件に対しては、絞り
込みを行わずに他の条件につき絞り込みを行う。
【００３４】
　検索手段２０で検索を行ったら、抽出した建築家が所定数以上、例えば４人以上である
か否かを判別する（Ｓ３）。該当する建築家が多い場合には、検索結果として全ての建築
家を提示しても、顧客はその中から適切な建築家を選択するのには手間がかかる。よって
、検索条件の入力で得た情報以外の顧客についての情報、すなわち顧客情報記憶部３０に
記憶されている情報に基づき、検索結果をさらに絞り込む。
【００３５】
　Ｓ３で抽出した建築家が所定数以上であった場合、処理手段１０の情報取得手段２１は
、管理システム２の顧客情報記憶部３０から顧客情報を取得する（Ｓ４）。ここで取得す
る顧客情報は、図３に示した建築家情報記憶部２５に記憶されている項目に対応する情報
であり、図３に即すると、顧客年代と顧客指向、及び顧客居住建物についての情報が取得
される。また、顧客が過去に建物の建築を依頼していた場合には、図３の（２）～（２０
）に相当する情報が顧客情報記憶部３０に記憶されているから、その情報も取得する。
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【００３６】
　顧客情報記憶部３０から顧客情報を取得したら、処理手段１０の絞り込み手段２２は、
顧客情報に基づき絞り込み検索を行う（Ｓ５）。絞り込み検索は、Ｓ２で抽出した建築家
のうち、Ｓ４で取得した情報に対応する条件毎に該当する建築家を絞り込み、全ての条件
に該当する建築家を検索結果として出力する。
【００３７】
　顧客が過去に建物の建築を依頼していて、その時の情報を顧客情報記憶部３０から取得
できた場合には、Ｓ２と同じ条件につき絞り込み検索を行う。また、図３の（２１）～（
２３）に対応する情報を顧客情報記憶部３０から取得したら、これらの各条件について該
当する建築家を抽出する。
【００３８】
　絞り込み検索により建築家を絞り込んだら、その結果を表示手段１３に表示させる（Ｓ
５）。ここで表示される検索結果は、Ｓ２での検索結果をＡ、Ｓ５での検索結果をＢとす
ると、ＡかつＢに合致する建築家となる。
【００３９】
　このように、入力した検索条件によって抽出された建築家が多い場合には、顧客情報記
憶部３０に記憶された情報によって絞り込み検索を行うことにより、適正な数の建築家を
提示することができ、利用者も容易かつ的確に建築家を選択することが可能となる。また
、入力された検索条件だけでなく、顧客毎の情報に基づいて適切な建築家を提示すること
ができる。さらには、検索条件が少なくても顧客の情報に基づき建築家を適正に検索する
ことができるので、検索条件の入力の手間を少なくすることもできる。
【００４０】
　なお、Ｓ５の絞り込み検索を行っても、抽出される建築家の数が多い場合には、検索結
果のうち上位の建築家のみを提示するようにしてもよい。検索結果の順位は、様々な方法
でつけることが可能である。例えばランダムに並べてもよいし、ＩＤ順に並べるなどして
もよい。
【００４１】
　Ｓ３において検索された建築家が所定数未満であった場合、さらにその数がＳ３とは別
の所定数未満、例えば２人未満であるか否かが判別される（Ｓ７）。ここで検索された建
築家の数が所定数未満でなければ、Ｓ２での検索により適正な数の建築家が抽出されたこ
とになるから、Ｓ２の検索結果をそのまま表示手段１３に表示させる（Ｓ１１）。
【００４２】
　一方、Ｓ７において検索された建築家が所定数未満であった場合は、選択できる建築家
の数が少ない、あるいは０であるため、この場合にも利用者は建築家を適切に選択するこ
とができない。したがって、この場合には、顧客情報記憶部３０に記憶された情報から建
築家を追加するように検索を行う。そのために、まず処理手段１０の情報取得手段２１は
、管理システム２の顧客情報記憶部３０から顧客情報を取得する（Ｓ８）。
【００４３】
　顧客情報を取得したら、その情報に基づき建築家情報記憶部２５から建築家を検索する
（Ｓ９）。ここで抽出された建築家をＳ２で抽出された建築家と合わせて表示手段１３に
表示させる（Ｓ１０）。ここで表示される検索結果は、Ｓ２での検索結果をＡ、Ｓ８での
検索結果をＢとすると、ＡまたはＢに合致する建築家となる。この場合にも、抽出される
建築家の数が多い場合には、検索結果のうち上位の建築家のみを提示するようにしてもよ
い。
【００４４】
　このように、入力した情報によって抽出された建築家が少ない場合には、顧客情報記憶
部３０に記憶された情報によってさらに検索を行うことにより、適正な数の建築家を提示
することができ、利用者も容易かつ的確に建築家を選択することが可能となる。
【００４５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の適用は本実施形態には限られず
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、その技術的思想の範囲内において様々に適用されうるものである。
【符号の説明】
【００４６】
　　１　　検索システム
　　２　　管理システム
　　３　　認証サーバー
　　４　　顧客端末
　　５　　建築家端末
　　６　　管理者端末
　　７　　工務店端末
　　８　　インターネット
　１０　　処理手段
　１１　　記憶手段
　１２　　入力手段
　１３　　表示手段
　２０　　検索手段
　２１　　情報取得手段
　２２　　絞り込み手段
　２５　　建築家情報記憶部
　２６　　検索結果情報記憶部
　３０　　顧客情報記憶部

【図１】

【図２】

【図３】
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